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今号の主な内容

平成30年（2018年）
毎月１日・15日発行

　　　　　
３月１日～７日は子ども予防接種週間です

コラム「消費生活相談の現場から」「みつばち通信」
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No.1259

護保険料を納められない時や一度に納付
できない時は、下記までご連絡ください。
問合せ　高齢支援課管理係☎042・497・２
０７９

　市民の健康寿命の延伸
に向けた「第２次清瀬市
健康増進計画（清瀬市食
育推進計画）」を策定する
ため、これまで清瀬市健
康増進計画策定委員会が

渋谷市長（右）に答申を手渡す下垣
委員長（中央）と小滝副委員長（左）

所得段階 対象となる方 保険料率 年額保険料

第１段階
世帯全員
が市民税
非課税で

生活保護・老齢福祉年金受給者の方、
前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方

基準額× 0.40 27,900 円

第２段階 前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 120 万円以下の方 基準額× 0.62 43,300 円

第３段階 第１・第２段階に該当しない方 基準額×0.73 51,000 円

第４段階
世帯の誰
かが市民
税課税か
つ本人は
市民税非
課税で

前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が 80 万円以下の方 基準額× 0.84 58,700 円

第５段階 第４段階に該当しない方 基準額 69,900 円

第６段階

本人が市
民税課税
で、前年
の合計所
得金額が

120 万円未満の方 基準額× 1.13 79,000 円
第７段階 120 万円以上 200 万円未満の方 基準額× 1.28 89,500 円
第８段階 200 万円以上 300 万円未満の方 基準額× 1.42 99,300 円
第９段階 300 万円以上 400 万円未満の方 基準額× 1.55 108,400 円

第 10 段階 400 万円以上 500 万円未満の方 基準額× 1.70 118,900 円
第 11 段階 500 万円以上 600 万円未満の方 基準額× 1.80 125,900 円
第 12 段階 600 万円以上 700 万円未満の方 基準額× 1.96 137,000 円
第 13 段階 700 万円以上 800 万円未満の方 基準額× 2.08 145,400 円
第 14 段階 800 万円以上 900 万円未満の方 基準額× 2.24 156,600 円
第 15 段階 900 万円以上 1,000 万円未満の方 基準額× 2.37 165,700 円
第 16 段階 1,000 万円以上 2,000 万円未満の方 基準額× 2.56 179,000 円
第 17 段階 2,000 万円以上 3,000 万円未満の方 基準額× 2.73 190,900 円
第 18 段階 3,000 万円以上の方 基準額× 2.90 202,800 円

最終報告書の第１号被保険者（65 歳以上）の所得段階別介護保険料

清瀬市高齢者保健福祉計画・第７期介護保険
　　　事業計画 (案 ) の
　平成30年度から32年度までを計画期間とする「清瀬
市高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業計画」を
策定するため、学識経験者や保健・医療・福祉関係者、
市民公募委員で構成される「清瀬市高齢者保健福祉計
画・第7期介護保険事業計画策定委員会」を設置し、
検討を行ってきました。

　この度、「清瀬市高齢者保健福祉計画・第7期介護
保険事業計画（案）」の最終報告書が同策定委員会から
市長に提出されましたので、その内容を報告します。
問合せ　 高 齢 支 援 課 介 護 サ ー ビ ス 係 ☎042・497・
2080、同課高齢福祉係☎042・497・２０８１、同課管理
係☎042・497・２０７９
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高
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た
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と
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す

　

障
害
や
介
護
の
有
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に
か
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わ
ら

ず
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し
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け
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よ
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介
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伸
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く
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介
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え
合
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予
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が
進
む
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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介
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と
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っ
て
も
安
心
し
て

　
暮
ら
す

　

介
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要
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介
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介
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、
介
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・
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介
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介
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す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
策
定
委
員
会

の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
３
年

間
に
見
込
ま
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や

被
保
険
者
な
ど
を
推
計
し
、
平
成
30
年

度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料

（
左
表
参
照
）を
算
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
介
護
保
険
料
は
３
月
の
市
議

会
の
審
議
を
経
て
改
定
し
ま
す
。

※
40
～
64
歳
の
方（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
ご
と
の
計
算
方
法
で
決
ま
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
各

健
康
保
険
組
合
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
方
の 

介
護
保
険
料
を
算
定

第２次清瀬市健康増進計画
（清瀬市食育推進計画）（案）答申

審議を重ね、この度、渋谷市長に答申が提出されました。
答申には、市民の「食育」を推進するため、清瀬市食育
推進計画を包含し、健康づくりについて、今後６年間の
目指すべき方向性が取りまとめられています。
　今後、市では答申の内容を踏まえ、健康増進計画（食
育推進計画）を策定していきます。なお、計画書につい
ては策定後、市ホームページなどで公開する予定です。

◆ ◆

渋
谷
市
長（
右
）に
答
申
を
手

渡
す
藤
井
委
員
長（
中
央
）と

岩
本
副
委
員
長（
左
）

介護保険料を未納のままにしていると・・・

　介護保険は、介護を社会全体で支え合
う制度です。長期にわたって介護保険料
を納めないでいると、上記のような制限
を受ける場合があります。災害などで介

【１年間滞納した場合】

サービス利用時の支払い方法の変更
（償還払いへの変更）

サービスを利用したときに利用料の全額を自己負担し
なければならなくなります（9 割または 8 割相当分は
後で払い戻されます）。

【1 年 6 か月間滞納した場合】

・保険給付の一時差し止め

・差し止め額から滞納保険料を控除

払い戻されるはずの給付費（9 割または 8 割相当分）
の一部または全部を一時的に差し止めるなどの措置が
とられます。それでも滞納が続く場合は、差し止めら
れた額から保険料が差し引かれる場合もあります。

【2 年以上滞納した場合】

・利用者負担の引き上げ

・高額介護サービス費などの支給停止

介護保険料の未納期間に応じて、本来 1 割または 2 割
の利用者負担が 3 割に引き上げられたり、高額介護サ
ービス費などが受けられなくなったりします。

最終報告がまとめられました　　

着
の
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。


